
小学生向けリーフレット

安中市

いくつ〇がつくかな？

令和４年２月発行

安中市企画経営部地域創造課市民協働係

〒379-0192　安中市安中１丁目23－13
TEL 027-382-1111
FAX 027-381-0503
Email souzou@city.annaka.lg.jp

　子どもの健やかな成長を願うなかで、「男の子らしく」たくまし

く育ってほしい、「女の子らしく」やさしい子に育ってほしいと思

うことがあるのではないでしょうか。しかし、「男の子だから」「女

の子だから」という性別を理由にこうあるべきと考えることは、

子どもひとりひとりがもつ可能性や選択の幅を狭めてしまうこと

にもなるのです。

　依然として「男性は仕事をして、女性は家事や育児をする」と

いう性別で役割を決めてしまう性別役割分担の考え方が残る社会

で、子どもたちは成長していきます。また、働く人が性別を理由

に差別されることがないよう男女雇用機会均等法が整備されてき

ましたが、いまだに自らが希望する職業を選択できなかったり、

自らの能力を発揮する機会が与えられなかったりすることがある

のです。

　男女共同参画社会は、誰もが平等に学んだり働いたりするチャ

ンスが与えられ、対等な立場で責任も分かち合える社会のことを

言います。このような社会を実現するためには、私たち大人が、「男

らしさ」や「女らしさ」という枠のなかに子どもたちを当てはめ

てしまうことのないよう意識を変えていかなければなりません。

　子どもたちが自分らしく輝ける未来のために、このリーフレッ

トがご家族で考えるきっかけとなれば幸いです。
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